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（1）   しかし，これら諸方言のアクセントは，他の琉球諸方言（例えば奄美本島の名瀬，沖縄
本島の首里，八重山の石垣，与那国の祖納他）と比較すると，型の区別はそう明瞭ではない。
   　今回は，20余年前，数次にわたって調査した当時と比べると，一層，曖昧化が進んで



































































（3）  与那覇方言の特徴（その 1）
   3種の音調メロディー（LLH，LHL，HLL）からなる 3つの型を持つ言語体系である。
　まず次節では，松森（2013）の分析結果をもとにして，この方言が次のような特徴を持ってい
ることを確認する。
（4）  与那覇方言の特徴（その 2）
   a.  H音調は 3モーラをひとつの単位としたフットに結びついて実現する。





























（5）  2モーラ名詞に meR「も」が後接した場合の音調型
   ［AB型］  kazi meR …（風も…）    pana meR …（花も…）
   ［C型］  usI meR …（臼も…）    puni meR …（骨も…）
　同様に，この並列助詞 meRの後ろに焦点標識 duを付加して，3モーラの助詞連続 meRdu（並
列助詞 meR＋焦点標識 du）を作って，同じ 2モーラ名詞に後続させた文に入れてみても，やは
り AB型と C型の違いは明瞭にはならない。
（6）  2モーラ名詞に meRduが後接した場合の音調型
   ［AB型］  saki meRdu …（酒も…）   pana meRdu …（鼻も…）
   ［C型］  nabi meRdu …（鍋も…）   puni meRdu …（骨も…）
　同じような 3モーラの助詞連続 karadu（奪格助詞 kara＋焦点標識 du），gamidu（到格助詞
gami＋焦点標識 du），sjiRdu（具格助詞 sjiR＋焦点標識 du）の場合にも，同様な型の合流傾向が
観察された（松森 2013: 5）。しかし詳細は松森（2013）にゆずることにし，以下は karaduが付加
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した場合についてのみ載せる。
（7）  2モーラ名詞に karaduが後接した場合の音調型
   ［AB型］  mizI karadu …（水から…）  fucI karadu …（口から…）











　次の例は，3モーラ名詞に meRduを付け「～もある ～ meRdu aI」のような文を発音してもらっ
た場合の音調型であるが，これを見ると，AB型と C型の違いは，非常に明瞭に区別できること
が分かる。
（8）  3モーラ名詞に meRduが後接した場合の音調型
   ［AB型］  buduI meRdu …（踊りも…）  kagaM meRdu …（鏡も…）
   ［C型］  fusuI meRdu …（薬も…）   pasaM meRdu …（鋏も…）
　この meRduが後続した場合と同じことが，karadu（奪格 kara＋焦点標識 du）や sjiRdu（具格
sjiR＋焦点標識 du）などが後続した場合にも言えたのだが，以下には karaduの場合のみ載せる（詳
細は松森 2013を参照）。
（9）  3モーラ名詞に karaduが後接した場合の音調型
   ［AB型］  aVva karadu …（油から…）  taRra karadu …（俵から…）
   ［C型］  soRki karadu …（籠から…） makaI karadu …（椀から…）
　このように与那覇方言では，文節の初めにくる名詞が「3モーラ」という条件を満たした場合
に限って，それにさまざまな助詞，助詞連続を連続させて文を作ると，そのほとんどの場合に，
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（11）  3モーラ名詞に NkeRduが後接した場合の音調型
   ［AB型］  fukuru N keR du …（袋へ…）   akacI N keR du …（血へ…）
        aVva N keR du …（油へ…）   Nnagu N keR du …（砂へ…）
   ［C型］  ukama N keR du …（釜へ…）   mipana N keR du …（顔へ…）
        karazI N keR du …（髪へ…）   minaka N keR du …（庭へ…）
C型の 3モーラ名詞 ukama（釜）やmipana（顔）などにNkeRduが付加した場合は，H音調の連続は，
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3モーラ分の長さに制限されていることが，（11）から分かる。この時，H音調の連続をあくま




続すると，fukuru N keR du …（袋へ…）のようになり，その文頭には 4モーラにわたって L音
調が続いていることが分かる。その際，この L音調の連続を 3モーラ以内の長さに収めるため





（12）  4モーラ名詞に meRduが接続した場合の音調型
   ［AB型］  bikidumu meRdu …（男も…）     karapaI meRdu …（灰も…）
        IcImusI meRdu …（動物も…）    piIcIkI meRdu …（刺青も…）
        aragaN meRdu …（オカガニも…）   bakamunu meRdu …（若者も…）
   ［C型］  makugaN meRdu …（ヤシガニも…）  katamusu meRdu …（肩も…）
        upugai meRdu …（胃も…）      sItugaI meRdu …（顎も…）
        NnacIku meRdu …（杵が…）     saNsjiM meRdu …（三味線も…）
　C型の 4モーラ語である makugaN（ヤシガニ）や katamusu（肩）などに観察されるH音調は，
3モーラ以上にわたって続いていないことが，（12）の例から分かる（C型の出だし部分を参照）。







   ［AB型の所属語彙］   LH　音調
   ［C型の所属語彙］   HL　音調
¹ 3モーラ名詞に nudu（主格 nu＋焦点標識 du）が後接した文の場合の音調型でも，同様なことが言える（松
森 2013: 6）。
［AB型］ manata nudu …（蛙が…）   aVva nudu …（油が…）
［C型］ garasa nudu …（烏が…）   poRkI nudu …（箒が…）
C型のほうは garasa nudu …のようになり，H音調は 3モーラ以上連続しないのに対して，AB型では manata 
nudu …のように，4モーラにわたって L音調が連続することが許されている。





　たとえば，「3モーラ名詞＋ 3モーラ助詞連続」の場合について，「kagaM meRdu ...（鏡も…）」
と「pasaM meRdu …（鋏も…）」を使って考えてみよう。この場合，LH音調が指定されている
AB型の語 kagaMも，HL音調が指定されている C型の語 pasaMも，それぞれの音調が，各音
調領域と結びついて，次のように実現する。
（14）  3モーラ名詞＋ 3モーラ助詞連続の音調実現
   ［AB型］  ｛ ka ga  M｝     ｛  me R  du｝…  （鏡も…）
        [ μ  μ  μ]       [ μ  μ  μ]
           
             L        H
   ［C型］  ｛ pa sa  M｝     ｛  me R  du｝…  （鋏も…）
        [ μ  μ  μ]       [ μ  μ  μ]
           
             H        L
　この際，AB型，C型のどちらの場合にも，そのH音調は 3モーラを単位としたまとまりを含
む音調領域と結びついていることが，（14）から分かる。つまりこの場合は，AB型，C型のど
ちらのH音調も，まさに（10）の条件にかなっているのである。そのため kagaM meRdu …（鏡
も…）対 pasaM meRdu …（鋏も…）のように，この 2つの型の違いは，非常に明瞭に区別され
て出現したものと思われる。
　これに対し，同じ助詞に先行する名詞が 2モーラの場合には，どうなるのであろうか。まず，
LHという音調型を持つ AB型の名詞から文節全体が始まる場合について，「saki meRdu ...（酒も
…）」を例にしながら考えてみよう。
　AB型の LHの最初の L音調は，文節の最初の音調領域にある｛sa ki｝と結びつき，次のH音
調は，助詞連続の｛meRdu｝と結びついて，次のように実現する。
（15）  AB型の「酒」に meRduが後続する場合
   ｛ sa  ki  ｝    ｛ me R  du｝…  （酒も…）
    [ μ  μ  ]      [ μ μ  μ]
       
         L      H
この場合，AB型に指定される LH音調の後半部分にあるH音調は，2つめの音調領域に結びつ
いて実現するのだが，その音調領域には 3モーラの長さを持つ助詞連続 meRduが存在している










（16a）  C型の「鍋」に meRduから始まる文が後続する場合
    *｛ na bi  ｝  ｛ me  R  du｝…  （鍋も…）
       [ μ μ]      [ μ   μ  μ]
        




（16b）  C型の「鍋」に meRduから始まる文が後続する場合
       ｛ na bi    me R  du｝…  （鍋も…）
        μ  μ   [ μ   μ  μ]
             
























て松森（2013）が提示したのは，助詞連続 NkeRdu（向格助詞 NkeR＋焦点標識 du）をその名詞
に後接させることである。たとえば，「袖に入れる sudi NkeRdu izjiI」のような文を，この向格助
詞＋焦点標識を使って作成してもらうと，2モーラの AB型と C型の違いは，以下のように明瞭
に出現した。
（17）  2モーラ名詞に助詞連続 NkeRduが付いた場合の 2つの音調型
   ［AB型］  saki N keR du ...（酒へ…）   fucI N keR du ...（口へ…）
        bata N keR du ...（腹へ…）   sudi N keR du ...（袖へ…）
   ［C型］  funi N keR du ...（舟へ…）   nabi N keR du ...（鍋へ…）










（18）  2モーラ名詞＋助詞連続 NkeRduの音調実現
   ［AB型］  ｛ sa  ki  N｝  ｛ ke R  du ｝…  （酒へ…）
         [ μ  μ  μ]    [ μ  μ  μ]
           
            L     H
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   ［C型］  ｛ fu  ni  N｝  ｛ ke R  du ｝…  （舟へ…）
         [ μ  μ  μ]    [ μ  μ  μ]
           








（19）  2モーラ名詞に属格の nuが後接した場合の音調型
   ［AB型］ ami nu naka（雨の中）  kaR nu naka（井戸の中）  bata nu naka（腹の中）
       jaR nu naka（家の中）  jama nu naka（山の中）   kazi nu naI（風の音）
   ［C型］ nabi nu naka（鍋の中）  kami nu naka（甕の中）  iM nu naka（海の中）
       tiI nu naka（籠の中）   pari nu naka（畑の中）   funi nu naI（舟の音）
　つまり，モーラ数の少ない名詞の 2種類の型の区別をはっきりと判別するためには，属格助詞
nuを後続させて何らかの文を考案し，そのピッチパターンを観察すればよいことが分かった。




² AB型の言い切り形については，松森（2013: 4, 11）では，jukI nu naI（斧の音），kazi nu naI（風の音）のよ
うになる，と報告したが，実際は jukI nu naI（斧の音），kazi nu naI（風の音），kaR nu naka（井戸の中）のよ
うに，属格助詞 nuの部分から上昇するようだ。しかし，「風の音が聞こえる（cIkarioI）」「井戸の中が見える
（miRraijuI）」のような文を作成して発音してもらうと，語頭の低い部分が後ろに拡張し，kazi nu naI nudu ...（風
の音が…），kaR nu naka nudu ...（井戸の中が…）のようになる。それにより，C型の語から始まる funi nu 
naI nudu ...（舟の音が…），kami nu naka nudu ...（甕の中が…）との対立が明瞭になる。
³ たとえば，saba（鮫）と saba（草履），piI（にんにく）と piI（針）は，それぞれ音調型で対立するミニマル
ペアだが，この文を使えば，その違いがはっきりと分かる。
 ［AB型］  saba nu pukaR  njaRN  （鮫の他はない）
 ［C型］  saba nu pukaR  njaRN  （草履　　〃）
 ［AB型］  piI nu  pukaR  njaRN  （にんにくの他はない）
 ［C型］  piI nu  pukaR  njaRN  （針　　〃）
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（20）  「～の他はない」という文における AB型と C型の区別
        （唇歯接近音［ʋ］は，本稿では Uで代用してある。）
   ［AB型］  saki nu  pukaR  njaRN   （酒の他はない）
        kabI nu pukaR  njaRN   （紙の他はない）
        jukI nu  pukaR  njaRN   （斧の他はない）
        kIN nu pukaR  njaRN   （着物の他はない）
        suU nu  pukaR  njaRN   （冬瓜の他はない）
   ［C型］  kami nu pukaR  njaRN   （甕の他はない）
        nabi nu pukaR  njaRN   （鍋の他はない）
        sana nu pukaR  njaRN   （傘の他はない）
        sata nu  pukaR  njaRN   （砂糖の他はない）
        piI nu  pukaR  njaRN   （針の他はない）
　この場合，名詞は 2モーラであっても，属格の助詞 nuが，先行する名詞とともにひとつの音
調領域の内部に含まれ，｛saki nu｝（酒の），｛kami nu｝（甕の）のようなまとまりを作る。そうす




（21）  「2モーラ名詞＋～の他はない ～ nu pukaR njaRN」の音調実現
    ［AB型］  ｛ sa  ki  nu ｝  ｛ pu ka R｝…   （酒の他は…）
           [ μ  μ  μ ]    [ μ  μ  μ]
             
              L       H
    ［C型］   ｛ ka mi nu ｝  ｛ pu ka R｝…   （甕の他は…）
           [ μ  μ  μ ]    [ μ  μ  μ]
             
































て第 3節で提示した助詞連続 NkeRdu（向格助詞 NkeR＋焦点標識 du）を後接させ，「～へ入れ
る ～ NkeRdu izjiI」のような文を作って発話してもらったところ，A型と B型の音調型の違いは，
（22）のように明瞭に出現した 4。
（22）  A型と B型の複合名詞＋ NkeRdu「～へ入れる」
   ［A型］ mizu gami N keRdu…（水甕へ…）   saki gami N keRdu…（酒甕へ…）












（23）  複合語「水甕」「味噌甕」＋ NkeRduの音調実現
   ［A型］ ｛ mi zu ｝  ｛ ga  mi N ｝  ｛ ke R  du ｝…  （水甕へ…）
        [ μ  μ ]   [ μ  μ  μ ]  [ μ  μ  μ ]
         
          L      L      H
  ［B型］  ｛ M cu ｝  ｛ ga  mi N ｝  ｛ ke R  du ｝…  （味噌甕へ…）
        [ μ  μ ]   [ μ  μ  μ ]  [ μ  μ  μ ]
         





　この場合，助詞連続 NkeR＋ duの最初のモーラ Nが，先行する複合名詞の後部要素の語根と
結びついてひとつの領域を形成し，「語根＋ N」で 3モーラのフットが作られていることが，特
に注目に値する。このため，LHLという音調メロディーを持つ B型のほうでは，2モーラの「gami
（甕）」がこの Nの助けを借りて 3モーラの音調領域｛gami N｝を形成することができ，そのた
めに（10）の条件にかなって，そこにH音調が実現している。
　次に，A型と B型の区別をさらにはっきりと確認するために，同じ複合語に，前節で見てき
た属格形から始まる文「～の他はない ～ nu pukaR njaRN」も付けて，その音調型を観察した。
その結果，やはり A型と B型の違いは次のように非常に明瞭に出現した。
（24）  「～の他はない」という文に見られる A型と B型の区別
   ［A型］ saki  gami nu pukaR  njaRN       （酒甕の他はない）
       mizu gami nu pukaR  njaRN       （水甕の他はない）
   ［B型］  Mcu  gami nu pukaR  njaRN       （味噌甕の他はない）
       miM gami nu pukaR  njaRN       （耳甕の他はない）
　さて，ここでも，A型には LLH，B型には LHLという音調メロディーが，「～の他は」まで




（25）  複合語「水甕」「味噌甕」＋ nu pukaRの音調実現
   ［A型］ ｛ mi zu ｝  ｛ ga  mi nu ｝  ｛ pu ka R ｝…  （水甕の他は…）
        [ μ  μ ]   [ μ  μ  μ ]   [ μ  μ  μ ]
           L     L     H
   ［B型］  ｛ M cu ｝  ｛ ga  mi nu ｝  ｛ pu ka R ｝…   （味噌甕の他は…）
        [ μ  μ ]   [ μ  μ  μ ]   [ μ  μ  μ ]















なるのだろうか。次の例は，A型の「水甕」と B型の「味噌甕」に，「～もある ～ meRdu aI」「～
から出す ～ karadu idasI」，「～より大きい ～ juzza upoRnu」を後続させた場合の音調型である。
ここでも A型と B型の違いははっきり区別されているが，この場合，特に B型の「味噌甕」「耳
甕」の音調型に着目してほしい。
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（26）  A型と B型の複合名詞に meRdu，karadu，juzzaを後続させた場合の音調型
   a. ［A型］ mizu gami meRdu ...（水甕も…）   saki gami meRdu ...（酒甕も…）
    ［B型］ Mcu gami meRdu ...（味噌甕も…）   miM gami meRdu ...（耳甕も…）
   b. ［A型］ mizu gami karadu ...（水甕から…）   saki gami karadu ...（酒甕から…）
    ［B型］ Mcu gami karadu ...（味噌甕から…）  miM gami karadu ...（耳甕から…）
   c. ［A型］ mizu gami juzza ...（水甕より…）   saki gami juzza ...（酒甕より…）












（27）  ［B型］の「味噌甕」に meRduが後続した場合の音調領域の再構築
   ｛M cu｝｛ga mi｝｛me R du｝… → ｛ M  cu ga  mi｝  ｛ me R  du｝…
                    μ   [ μ  μ  μ]   [ μ  μ  μ]
                    










をさまざまな名詞に入れ替えて，「～畑に行く ～ naka NkeRdu ikI」という文の中に入れて発話し
てもらった。その結果，与那覇方言には，次のような 3種類の音調型の区別があることがはっき
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りと分かった 5。
（28）  複合語に見られる与那覇方言の 3種類の型（その 1）
   ［A型］ LLH型
    kuRsu naka N keRdu  …     （とうがらし畑に…）
    mIRna naka N keRdu  …     （韮畑に…）
    buRgI naka N keRdu  …     （砂糖黍畑に…）
    suMna naka N keRdu  …     （ねぎ畑に…）
    piI   naka N keRdu  …     （にんにく畑に…）
    guma  naka N keRdu  …     （胡麻畑に…）
    suU  naka N keRdu  …     （冬瓜畑に…）
   ［B型］  LHL型
    suR  naka N keRdu  …     （野菜畑に…）
    mugI  naka N keRdu  …     （麦畑に…）
    uU  naka N keRdu  …     （瓜畑に…）
    mami naka N keRdu  …     （豆畑に…）
    muM naka N keRdu  …     （グァバ畑に…）
   ［C型］ HLL型
    dakjoR naka N keRdu  …     （らっきょう畑に…）
    cIguI  naka N keRdu  …     （ひょうたん畑に…）
    goRra naka N keRdu  …     （ゴーヤ畑に…）
    basoR naka N keRdu  …     （バナナ畑に…）
    ukjaN（ukiN）  naka N keRdu  …  （うこん畑に…）
    tamana naka N keRdu  …     （キャベツ畑に…）
    soRka naka N keRdu  …     （しょうが畑に…）
    zImami naka N keRdu  …     （ピーナツ畑に…）
    ssjuC  naka N keRdu  …     （ソテツ畑に…）
　さて，（24）に関連して論じたように，この複合語の例でも，前部要素の部分にひとつの音調

















（29）  複合語に見られる与那覇方言の 3種類の型（その 2）
   ［A型］ guma  Mcu  meRdu aI     （胡麻味噌もある）
       kacjuR  Mcu  meRdu aI     （かつお味噌もある）
       L     L    H
  ［B型］  sIma  Mcu  meRdu aI     （島味噌もある）
       mjaRku Mcu  meRdu aI     （宮古味噌もある）
       L     H    L
  ［C型］  ssjuC  Mcu  meRdu aI     （ソテツ味噌もある）
       zImamI Mcu  meRdu aI     （ピーナツ味噌もある）
       H     L    L














のような文や句を作って発音してもらっていたならば，おそらく sIma Mcu N keRdu ...，sIma Mcu nu pukaR ...の
ようになり，sImaの部分にはっきりとした L音調が実現したのではないだろうか。この予想が当たるかは，
今後の調査で確認したい。






      ［A型の所属語彙］  L L H  音調
      ［B型の所属語彙］   L H L  音調




    ［A型］ ｛ ku R  su｝  ｛ na ka N｝  ｛ ke R  du｝…  （とうがらし畑に…）
        [ μ  μ  μ]    [ μ  μ  μ]   [ μ  μ  μ]
           
            L      L     H
    ［B型］ ｛ mu gI  ｝   ｛ na ka N｝  ｛ ke R  du｝…  （麦畑に…）
        [ μ  μ ]     [ μ  μ  μ]   [ μ  μ  μ]
           
            L      H     L
    ［C型］ ｛ cI  gu I｝   ｛ na ka N｝  ｛ ke R  du｝…  （ひょうたん畑に…）
        [ μ  μ  μ]    [ μ  μ  μ]    [ μ  μ  μ]
          



















































































   a.   3モーラをひとまとまりにした H音調実現のための単位（本稿では Shimoji（2009）
に従って仮に「フット」と呼んでいるもの）が存在する。
   b.   3種の音調型のすべてが明らかになるためには，少なくとも「3つ」の「音調領域」
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が並列する必要がある。
   c.   その音調領域は，名詞，名詞＋ 1モーラ助詞，複合名詞の語根，助詞連続，といっ
た単位から形成されている。







































































































¹² これまでに松森（2000, 2009, 2011, 2012）では，3型体系が観察されている北琉球（奄美沖縄の諸方言）のデー
タをもとにして，系列別語彙のリスト作成の準備作業を進めてきた。しかし，北琉球で開発された系列別語
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Abstract
Previous studies have argued that the Yonaha dialect on the island of Miyako in the Ryukyu-
speaking area has two accentual patterns, but that the two patterns cannot be clearly distinguished 
from one another.
  Th is paper, in contrast, shows that the two-pattern accentual system in the Yonaha dialect is 
clearly maintained, especially in particular types of phrases or sentences in which an H-tone is 
realized on a three-mora foot. Furthermore, on the basis of observations of compound accentuation 
patterns, this paper shows that the dialect in fact has a three-pattern system, although these three 
separate patterns can only be distinguished in phrases which consist of ‘three’ consecutive domains 
of tone realization.
  Th is paper also does not rule out the possibility that the above features may be shared by other 
dialects on the Miyako islands, and that we may be able to fi nd other three-pattern systems there 
if we analyze our observations in a similar manner.
Key words: three-pattern system, foot, Ryukyuan language, Miyako-jima, Yonaha dialect
